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人種とセクシュアリティの越境
『地獄のオルフェウス』 における南部と身体
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Ⅰ���������������
テネシー・ウィリアムズ (�����������������)１は､ ｢わたしの創作の根源は南部にある｣ (��������) と自認する通り､ ほとんどの作品の舞台をアメリカ南部に設定している｡ 1911年にミシシッピ州

コロンバスで生まれたウィリアムズは､ 南部のいくつかの土地を移り住んだ後､ 1915年から1918年に

かけてミシシッピ・デルタの町クラークスデールで過ごしたが (��������������������)､ 幼少期に
おけるこのわずか数年間が彼の文学的想像力の源泉となっている｡ 同じくミシシッピ州北部出身の作

家ウィリアム・フォークナー (���������������) がラフェイエット郡オックスフォードをもとにし
てヨクナパトーファ郡ジェファソンというフィクショナルな世界を構築したように､ ウィリアムズは､

コアホマ郡クラークスデールという実在する地理空間を､ 『夏と煙 (��������������)』 (1948年)２
や 『風変わりなナイチンゲール (�������������������������������)』 (1964年) におけるグローリア
ス・ヒル､ 『地獄のオルフェウス (�����������������)』 (1957年)や 『地上の王国 (��������������)』
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(1968年) におけるトゥー・リヴァー郡として普遍的な世界へと昇華させている｡

本稿で論じる 『地獄のオルフェウス』 は､ ｢あいまいに書く｣ ことを信条とするウィリアムズが南

部について ｢最も直接的に書くことになった｣ (���������) という作品であり､ 彼の文学において
南部が占める位置を考える上で意義深い｡ この作品は､ 劇作家としてのメジャーデビュー作となる

『天使のたたかい (��������������)』 (1940年) の試演が打ち切られた後､ 改稿を繰り返して新たな
表題を付けたものである｡ ウィリアムズは､ ｢なぜ私はこれほどまでにこの劇に執着しているのだろ

う｡ 17年にもなるというのに｣ (�������������������) と語るように､ この作品の改稿過程は劇作
家としてのウィリアムズの足跡と重なるものである｡ 改稿において最も紆余曲折が見られるのは､ 作

品の舞台となるトゥー・リヴァー郡に流れ着くギター弾きヴァル・ゼイヴィア (���������) の人物
像である｡ 白人男性のヴァルがリンチという人種主義的暴力の犠牲になる点は 『天使のたたかい』 か

ら一貫しているが､ 『地獄のオルフェウス』 に至るまでにヴァルが様々なかたちで人種的なものと結

びつけられながら人物造型が行われてきたようである｡ タイプ原稿をもとに改稿過程を分析したジャッ

ク・�・ウォレス (�������������) によると､ 1946年当時の原稿には社会主義者の黒人説教師ジョ
ナサン・ウエスト (������������) のリンチが加筆され､ ウエストと知り合いだったヴァルが彼の説
教を世間に広めようとする人種間の友愛というユートピア的展望が示される (153)｡ 黒人の公民権を

めぐる人種的�藤という社会派演劇の要素が色濃いウエストの逸話は､ 1953年時点の原稿では削除さ
れるが (�������������)､ ヴァルと人種的なものとの結びつきは､ 主に身体表象を通してより象徴的
なかたちで描かれるようになる｡

ウィリアムズは､ 初期のいくつかの短編で人種を扱ってはいるものの､ 劇作品の中では人種を中心

的に描くことがほとんどない｡３ 現代アメリカ演劇の潮流を総括する�・�・�・ビグズビー (������������) は､ ｢ウィリアムズの描く南部では黒人の顔をほとんど見ることがない｣ と述べながら､
『地獄のオルフェウス』 などの一部の作品においては ｢人種主義に対する彼の軽蔑がはっきりと見え

る｣ と指摘する (36)｡ ビグズビーが述べるように､ テクスト上の人種的要素は､ ウィリアムズ研究

においてはあくまで周縁的かつ部分的な問題として位置付けられ､ 彼個人の人種意識や社会的姿勢を

読み解くための根拠として表層的にしか扱われてこなかった｡ しかし､ ジョージ・�・クランデル
(����������������) は､ アメリカ文学のテクストには人種的要素が不可視でありながらも潜在して
おり､ この傾向はウィリアムズにも当てはまると述べ､ 白人登場人物の存在を通して黒人という人種

的他者が表象されていると論じる (99-101)｡ クランデルは､ 『欲望という名の電車 (���������������������)』 (1947年) におけるスタンリー・コワルスキー (���������������) に黒人性を読み取っ
ているが､ クランデルの指摘を他の劇作品にも当てはめていくと､ 潜在的な人種的要素が可視化され

ることによってウィリアムズ演劇における新たな南部像が浮かび上がる可能性がある｡

そこで本稿では､ 『地獄のオルフェウス』 における潜在的な人種的要素を探ることによって､ そこ

に映し出されるセクシュアリティの問題について考察したい｡ この作品は､ ウィリー・マギー

(�����������) の処刑など時代背景を示すものとして人種問題が織り込まれているが､４ 基本的には
白人登場人物が中心となって物語が展開している｡ しかし､ 白人男性でありながら黒人性と結び付け

られるヴァルを通して､ ジェイブ・トーランス (������������) とレディ・トーランス (������������) の夫婦関係や､ トゥー・リヴァー郡に内在する南部父権制度の機能不全が顕在化しており､
アメリカ南部における人種とセクシュアリティの複雑な交錯を読み取ることができる｡ 本稿の前半で
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は､ ヴァルの身体が表象する異種混淆性
ハイブリディティ

と彼のセクシュアリティのあいまいさについて論じ､ 後半で

は､ このあいまいさを排除しようとする暴力の南部文化的メタファーについて考察する｡

Ⅱ����������������������������
『地獄のオルフェウス』 は､ その表題が示すように､ ギリシア神話におけるオルフェウスの物語を

モチーフにしている｡ 吟遊詩人のオルフェウスは､ 愛する妻エウリュディケを冥府から救い出そうと

するが､ 冥府の王ハーデスの命令を守らなかったため､ 妻を失ってしまう (��������������)｡ ウィ
リアムズの作品では､ 現代版オルフェウスとしてのヴァル・ゼイヴィアがミシシッピ・デルタにある

トゥー・リヴァー郡に辿り着き､ 愛のない結婚生活を送るレディに束の間の救済をもたらす｡ トーラ

ンス商店の店員になったヴァルは､ 女主人のレディと親密な関係になって妊娠させるのだが､ そのこ

とを知った夫ジェイブによってレディは銃殺され､ ヴァルも町の男たちによって焼き殺されるという

結末を迎える｡ ｢体温が普通の人間よりも２､ ３度高い｣ (33) というヴァルは､ その肉体的エネルギー

によってトゥー・リヴァー郡の抑圧された女たちを魅了する人物であるが､ 男性としての彼の魅力は

アメリカ南部の白人男性が規定する男らしさとは異質のものである｡

第１幕第１場における初登場の場面において､ ヴァルは､ 黒人妖術師 (������������������)
の ｢チョクトー族の叫び｣ に招き寄せられるように､ ｢白､ 黒､ 灰色のまだら模様の蛇皮のジャケッ

ト｣ と ｢着古したために光沢のある､ 極端に細身ではないがぴったりとした黒いサージのパンツ｣ を

着た姿で登場する (19)｡ 約15年間に渡ってニューオーリンズの夜の世界で生きてきた彼は､ ｢リーバ

イスやＴシャツのような服装をしていない｣ という説明にもあるように､５ ミシシッピ・デルタの因

習に満ちた町においては標準的な白人男性の風貌とは異なることが強調されている｡ また､ ヴァルは､

｢ある種の野性的な美しさ｣ を備えており､ この要素が先住民の血を引く黒人妖術師と結びつけられ

ているため (19)､ 白人でありながら異人種性を持つことが示唆される｡ ミシシッピ・デルタは､ チョ

クトー族をはじめとするアメリカ先住民の所有地が19世紀以降の白人の本格的な入植によって黒人奴

隷を擁する農園に変容していったが (�������)､ ｢チョクトー族の叫び｣ と結び付けられるヴァルは､
白人入植以前の原始的で野性的な南部の土地の力を荒廃したトゥー・リヴァー郡に持ち込む人物なの

である｡

ヴァルが ｢人生の相棒｣ と呼ぶギターには､ ブルース､ ジャズ､ フォークといった多様なジャンル

の音楽家たちのサインが刻印されている｡ 『天使のたたかい』 ではポケット辞書だった彼の持ち物が

この作品では楽器に書き換えられているのは､ ギリシア神話のオルフェウスが持つ竪琴の現代アメリ

カ版だと考えられるが､ ヴァルのギターには人種にまつわる解釈を導く重要な意味が込められている｡

まず､ ギターにはベッシー・スミス (�����������)､ レッドベリー (���������) といった黒人のブルー
ス音楽家のサインが刻印されていることについて､ ヴァルを ｢黒人という人種的他者と結びつけるも

の｣ だと指摘する批評家は多い (�������)｡ しかし､ 刻印された多くのサインの中には白人のウッ
ディ・ガシュリー (�������������) やクレオールのジェリー・ロール・モートン (���������������) などの音楽家も含まれているため､ ギターはヴァルの ｢人種的他者性｣ というよりも人種

的境界を越境しようとする異種混淆性
ハイブリディティ

の表象だと解釈するほうが適切だろう｡６ さらに､ トゥー・リ

ヴァー郡の女たちがギターの音色に魅了され､ キャロル・キュートリアやレディがこれをヴァルの身
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体の一部として情熱的に求めようとしている点を踏まえれば､ このギターは､ ナンシー・�・ティッ
シュラー (���������������) などの批評家が指摘するように､ ｢ファリックな象徴｣ だと解釈でき
る (７)｡ 異種混淆性

ハイブリディティ

を持ったヴァルのファルスとしてのこのギターは､ 結婚生活によって抑圧され

た女たちに彼の ｢野性的な｣ エネルギーを注入する役割を果たし､ これによってトゥー・リヴァー郡

の男たちを ｢不能｣ なものとして象徴的に脱権威化するものである｡

作品の舞台となるトーランス商店は､ 家父長であるジェイブが所有者・経営者であるが､ 糖尿病で

瀕死の状態にある彼にかわってレディが経営権を握り､ 無断でヴァルを住み込みの店員として雇い入

れる｡ そして､ ヴァルの存在を知らないジェイブが２階の寝室に閉じこもっている間に､ 妻レディは

商店の奥でヴァルと肉体関係を持って妊娠する｡ このように､ ヴァルと関係を持つレディは､ ジェイ

ブを寝取られ夫にすることで彼の家父長としての権威を剥奪するのである｡ デイヴィッド・�・ギル
モア (��������������) は､ 世界的にほぼ共通する男らしさの指標として､ 妻を妊娠させること､
家族を保護すること､ そして扶養すること､ という３つの役割を果たしているかどうかだと指摘する

(222-23)｡ ジェイブは､ レディとの間に子供を設けておらず､ 妻の家族を崩壊へと追い込み､ 病気の

ために店を経営できないという点で､ ギルモアの定義する ｢妊娠提供者・保護者・供給者としての男

性 (��������������������������������������)｣ (223) とは対極的な存在である｡ ジェイブの男性として
の立場は､ 南北戦争後のアメリカ南部において白人男性が直面した危機的状況､ つまり､ 家父長とし

ての権威を保証していた大農園制度が南北戦争を境にして実質的に崩壊したことにより､ 白人男性は､

自分たちの権威や立場を制度的に維持することが困難になった状況 (��������������) を反映してい
る｡ 『地獄のオルフェウス』 は大農園制度の文化的遺産を受け継ぐ20世紀初頭のミシシッピ・デルタ

を舞台にしているため､ 男性としての立場を危うくするジェイブの人物像は､ 時代変遷に伴う南部白

人男性の権威の喪失と結びつけて考えることができるだろう｡

ジェイブが示す男性性の危うさは､ トゥー・リヴァー郡の男たちによって共有されている｡ 『地獄

のオルフェウス』 では､ 男女が占める空間が明確に線引きされており､ 舞台の中心となるトーランス

商店は女たちが常に占拠し､ その夫たちはヴァルに対する暴力の場面以外ではほとんど登場すること

はない｡ 男たちの不在が最初に示される場面は､ ジェイブが帰宅する第１幕第１場である｡ タルボッ

ト保安官 (�������������)､ ピーウィー・ウィニングス (��������������)､ そしてドッグ・ハマー
(��������) は､ 退院したジェイブに付き添ってトーランス商店の２階にある彼の寝室に向かうが､
それ以降に彼らが登場するのは､ 第２幕第２場でタルボット保安官がジェイブを見舞うために寝室に

行く場面と､ 第３幕第２場以降でヴァル・ゼイヴィアと対面する場面であるため､ 舞台上での彼らの

存在と不在は常にジェイブと結びついている｡ つまり､ 彼らの男性性の自己認識は､ 妻たちとの異性

関係ではなく男同士の関係を強固なものにすることによって成り立っている｡ そして､ このホモソー

シャルな連帯は､ 彼らの妻たちを魅了するヴァルを排除するための暴力によって証明されることにな

る｡

ヴァル・ゼイヴィアは､ 白人父権的秩序が危機に陥ったミシシッピ・デルタの町に人種的境界を超

えた男性としての野性的エネルギーをもたらす役割を果たしている｡ しかし､ ヴァルの男性性は破壊

的な自己矛盾をはらんでいることが示される｡ 彼はこれまで華やかな女性遍歴があることが暗示され

ているにもかかわらず､ 舞台上では女たちを魅了しても積極的には肉体的接触を求めようとはしない｡

第２幕第４場でレディが情熱的に肉体関係を求める場面でも､ 寝室に入っていくヴァルをレディのほ
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うが追いかけていって彼らが結ばれる｡ ジョン・�・クラム (����������) は､ 女性たちの性的欲
求を拒もうとする彼のことを ｢消極的な情夫 (����������������)｣ だと表現し､ 彼のセクシュアリティ
のあいまいさを指摘する (139)｡ 作中にヴァルの性的志向を断定できる箇所は見当たらないため､ こ

のあいまいさを異性愛か同性愛かという単純な議論に結びつけることはできない｡ むしろこの消極性

は､ 男性が女性を支配するという父権的秩序が機能せず､ ジェンダーとセクシュアリティが流動し続

けるウィリアムズの南部空間を反映するものだろう｡

男性としてのエネルギーに満ちているヴァルは､ 女たちの身体を支配しようとする意志はなく､ 逆

に女たちが彼の支配者であろうとする｡ この構図はトーランス商店におけるレディとの雇用関係にお

いて特に顕著である｡ ヴァルはレディに対して､ ｢あなたはもう若くない満たされない女だ｡ 旅の男

に残業代も支払わずに２人分の仕事をさせている｡ つまり､ 昼間は店員､ 夜は情夫としての仕事をね｣

(68) と語るように､ レディの雇用者としての経済的優位性は彼に対する肉体的支配権と不可分なも

のである｡ そして､ ２人の男女関係は､ レディがジェイブとの不毛な夫婦生活の中で失われていた女

性としての欲望を再確認するための手段となっており､ 恋愛というよりもむしろヴァルの生殖能力が

商取引されることによって成立している｡ レディは､ 男たちから制裁の対象となったヴァルに対して､

｢私みたいに長いこと子供に恵まれない女は､ 自分に身籠る力があるのか信じられなくなるのよ｣､

｢あなたは私に命を与えてくれたから､ もう行っていいわよ｣ (94) と言い､ 自分自身の目的を果たす

ために男性としてのヴァルの肉体を必要としていたことを示唆している｡

ギルモアによる男らしさの定義である ｢妊娠提供者・保護者・供給者としての男 (��������������������������������������)｣ (223) を踏まえると､ ヴァルはレディに対して ｢妊娠提供者｣ とい

う役割を果たしている｡ しかし､ ギルモアが言うところの ｢妊娠提供者｣ の意義は､ 家族を ｢再生・

強化する｣ ことによって ｢社会秩序を再構築し永続的にする｣ ためのもので､ 生殖の ｢英雄的特性｣

は ｢絶対的な自己信頼｣ あるいは ｢主体としての自律性｣ にあり､ ｢攻撃的な性行動｣ が重要になる

(223)｡ ヴァルの受動的な ｢妊娠提供｣ は家族と社会秩序を再構築して強化するという目的とは対極

であり､ 性的関係が男性の ｢主体としての自律性｣ と女性のセクシュアリティの支配を保証すること

はない｡ むしろ ｢攻撃的な性行動｣ をするのはレディのほうであるため､ 女性のほうが創造者かつ支

配者として家族や社会秩序を再構築していこうとする新たな展望を読み取ることができる｡

ヴァル自身は､ ｢情夫｣ として堕落していくまでの過程について次のように告白している｡ ミシシッ

ピ・デルタの沼地で野性的な生活を送ってきた彼は､ 14歳のときにある少女との恋愛を経験するが､

その恋愛が求めていた自分の ｢答え｣ ではないことを実感し､ 15歳でデルタを離れてニューオーリン

ズに向かう｡ これまでの野性的な生活からニューオーリンズの夜の世界に足を踏み入れたヴァルは､

｢沼で捕れた蛇や野生動物の皮のほかにも売り物になる何かがあることを知った｡ そして僕は堕落し

たんだ！｣ (44) と語っている｡ このように､ 純粋な異性愛の喪失をきっかけにして情夫となり､ 男

性としての身体を ｢売り物｣ にすることで女性たちに支配される立場となるのである｡ ヴァルと同じ

ように､ 自らの身体を女性に売る男性登場人物はウィリアムズの作品において複数登場しているが､

彼らに見られるひとつの傾向は､ 恋愛や肉体など男らしさを表象するものの喪失を経て情夫になって

いることである｡ 『青春の甘い鳥 (����������������)』 (1959年) のチャンス・ウェイン (�����������) は､ 初恋の相手ヘヴンリー・フィンリー (��������������) との恋愛を阻まれた後にハリウッ
ド女優アレクサンドラ・デル・ラーゴ (����������������) の情夫となり､ 周囲の人間たちの軽蔑
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の対象となる｡ 短編 ｢片腕 (������)｣ (1948年) のオリヴァー・ワインミラー (����������������)
は､ 海軍でボクシングのチャンピオンになるが､ 交通事故で片腕を失った後に情夫となって放浪の人

生を送る｡ 女性の仕事とみなされる売春をする彼らは､ 男らしさの喪失､ つまり象徴的な意味での去

勢によって男性としての自己の再定義を求められる状況にあり､ この関係にかかわる男女のセクシュ

アリティやジェンダーの流動と転覆を引き起こすきっかけを生みだしている｡

これまで述べたように､ ヴァルは異種混淆性
ハイブリディティ

を持ったファルスの持ち主として白人男性に欠如した

肉体的エネルギーに満ちている一方で､ 異性関係を積極的に構築しようとしない点でセクシュアリティ

のあいまいさをはらんでいる｡ ヴァルは男たちから繰り返し ｢坊や (���)｣ と呼ばれているが､ 30
歳を過ぎた白人男性の彼が､ 同性愛者､ 黒人､ 情夫に対する呼称を与えられることによって､ 男性性

の基準を定める境界線を浮遊する存在となるのである｡ 従って､ トゥー・リヴァー郡の機能不全に陥っ

た父権的秩序とそれに基づく家族関係は､ 人種とセクシュアリティの両面においてあいまいなヴァル

の存在の自己矛盾を通してその脆弱さがより明確に浮かび上がってくるのである｡

Ⅲ������������������������
トーランス家の夫婦関係と町の父権的規範に混乱をもたらすヴァルは､ 終幕直前で男たちによって

焼き殺される｡ この殺害を扇動するのはレディの妊娠を知ったジェイブであり､ 彼のリンチの呼びか

けに対して､ 町の男たちはヴァルを捕まえるためにすぐにトーランス商店にやって来る｡ 第１幕第１

場以降ほとんど姿を現すことのなかったジェイブと町の男たちがヴァルの制裁のために集合する場面

は不自然なほど唐突であり､ トゥー・リヴァー郡の父権的秩序の危機に直面した彼らのホモソーシャ

ルな連帯を演出しているように見える｡ ヴァルの身体を燃やす青白い炎を前にして､ 連帯する男たち

は特に言葉を交わすこともなく ｢いっせいに荒々しい情熱の雄叫びを上げ｣ (96)､ その ｢雄叫び｣ は

繰り返されるたびに激しさを増していく｡ 『地獄のオルフェウス』 における男性登場人物は､ ヴァル

を除いて沈黙と不在によって特徴づけられているが､ この場面では暴力と雄叫びが自らの男らしさの

証明となっている｡ そして､ 彼らのエネルギーに満ちた振る舞いは､ ヴァルから肉体的エネルギーを

暴力的に剥奪することによって､ 一種の恍惚感を得ているようでもある｡

『地獄のオルフェウス』 における白人男性ヴァルを対象としたリンチは､ 黒人男性が犠牲となって

いた歴史的主流とは異なっている｡ 再建期アメリカ南部におけるリンチの一般的認識として､ 白人優

越主義と父権制度の維持という大義名分のもとに､ 白人女性に対するレイプやその他の犯罪の嫌疑を

かけられた黒人男性を制裁するという意図があった (������������)｡ リンチの一環として行われて
いた去勢についても､ 黒人男性の性器の切除によって､ ｢白人の女性性とその延長線上にある白人男

性の男らしさに対して脅威となりうるものを排除する｣ という意味を含んでいる (������)｡ 黒人
男性という脅威を排除することは､ 白人／黒人のカラーラインを明確化すると同時に､ 白人男性の白

人女性に対する性的支配を保証するものである｡ 従って､ リンチとそれに付随する去勢は､ 白人男性

の社会的権威を演出するための公的な儀式でありながら､ 彼らが同性の人種的他者を媒介として異性

への性的欲求を満たすという私的な欲望が潜んでいる｡ このように人種とセクシュアリティが交錯し

た南部白人男性の自己認識の問題とヴァルのリンチとの関係を考えてみたい｡

トゥー・リヴァー郡の男たちは､ 白人男性ヴァルを黒人性と結びつけることによって､ 人種主義的
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制裁としてのリンチを可能にしている｡ つまり､ 性的秩序に対する脅威の体現者としての黒人男性像

をヴァルに重ね合わせ､ 彼を黒人同様に暴力的に排除するのである｡ このような性的脅威の人種化は､

第３幕２場においてタルボット保安官がヴァルを郡外に追放しようとする場面から読み取ることがで

きる｡ 妻ヴィーとヴァルとの親密な関係を疑った保安官は､ ある郡境に ｢黒んぼは､ 日が暮れるまで

この郡にとどまるべからず｣ という標識があると語り､ ヴァルにその標識を想像するように促しなが

ら ｢坊やは､ 日が昇るまでこの郡にとどまるべからず｣ (81) と命令する｡ 保安官は ｢おまえは黒ん

ぼじゃないけれど｣ と言いながも､ 黒人を対象とした標識を上書きすることによって､ 危険な黒人は

追放すべきだという共同体の論理を白人男性のヴァルに適用している｡ 性的脅威の人種的転移によっ

て明確化されるのは､ 南部白人の男性性が黒人男性との相互関係によって構築されている点､ そして､

彼らの男性性を映し出すための人種の概念が恣意的線引きであるため､ その線引きが揺らぎを見せる

点である｡ このように､ 南部白人男性の存在規定は人種の線引きと表裏一体となっているため､ ヴァ

ルの黒人化は､ 南部白人男性の自己認識に潜む人種とセクシュアリティの境界線のあいまいさを露呈

している｡

南部におけるリンチが白人男性の性的欲求の表れだという点については既に指摘したが､ タルボッ

ト保安官のヴァルに対する尋問の場面は､ この潜在的欲求を象徴的に映し出している｡ タルボット保

安官は､ 捕らえたヴァルを明かりの下まで移動させ､ 他の男たちの視線を受けながら公開の身体検査

を行う｡ このとき､ ｢お前のように見てくれのいい坊や (boy) はいつもお尋ねものさ｣ (79) と言い

ながら身長､ 体重､ 顔や体の傷の場所を確認し､ 男たちの手を使ってシャツを脱がせ､ 過去の女性関

係について尋問する｡ この様子は､ 町の女たちを魅了するヴァルの身体と性に対する彼らの強い興味

を暗示するものである｡ さらにタルボット保安官と男たちは､ ヴァルのギターに刻まれている音楽家

たちの名前を声高に読み上げながら､ 彼にナイフを突き付け､ 男たちの１人がギターの持ち手をつか

み取とって､ それを奪い取ろうとする (80)｡ ギターがヴァルのファルスの象徴だとすれば､ 男たち

の一連の行動は､ 去勢のメタファーとして読むことができる｡ トゥルーディア・ハリス (�������������) は､ 去勢やリンチという儀式化された暴力が男性間の支配関係を公的空間において示すこと
で性的快楽をもたらす ｢共同のレイプ｣ (23) だと指摘するが､ 保安官と男たちも､ ヴァルの身体を

晒して支配することで性的快楽を共同幻想している｡ さらに､ ギターに顔を近づける男たちがそこに

刻まれた音楽家のサインを読み上げることは､ ヴァルの不可解さを解読しようとする試みを意味し､

ギターを奪い取ろうとする比喩的な去勢は､ トゥー・リヴァー郡の男たちの父権的言説をヴァルの身

体に刻印する儀式と言えるだろう｡ このことは､ 奴隷制度の時代から人種にまつわる暴力を維持して

きた南部において､ 人種的他者の身体が白人男性の権威と白人／黒人のカラーラインを刻印する文化

的テクストであることを示唆している｡

ヴァルへの尋問の場面が映し出すホモエロティックな欲望は､ 同性愛者としてのウィリアムズのセ

クシュアリティの反映だという読み方もできる｡ 彼が同性愛者であることを公表した1970年 (���������) 以前において､ 作品に潜在するホモエロティシズムは､ 同性愛者としての彼の自己表現となっ
ている場合が多い｡ また､ ティッシュラーが述べるように､ ヴァルはウィリアムズ個人の人生におけ

る ｢価値観の総体を表象する｣ 存在であり (10)､ 彼の自画像としての役割を果たしている｡ このこ

とを踏まえると､ ヴァルに対する男たちの振る舞いは､ 南部の暴力に潜在する性的要素を暗示すると

同時に､ 同性愛者として抑圧され､ 社会から排除されるウィリアムズの自己投影だと考えることがで

人種とセクシュアリティの越境 61



きる｡

性的脅威に対する人種の書き換えと去勢は､ ヴァルと多くの共通点を持つ 『青春の甘い鳥』 のチャ

ンス・ウェインを通しても描かれている｡ 彼らはともに年上の女性に雇われる美しい男性であり､ 30

歳のヴァルが復活祭の前日に焼き殺されるのに対して､ 29歳のチャンスは復活祭当日に去勢される｡

チャンスの去勢を画策する政治家ボス・フィンリー (Boss Finley) が白人の ｢純潔｣ という ｢神聖

なもの｣ を守るために黒人男性の去勢を推進する性的不能者であることを踏まえると､ 性的能力によっ

て父権的秩序を揺るがす白人男性が黒人性を付与されることで暴力的に排除されるという図式が浮か

び上がる｡ 1950年代に書かれたこれらの作品が共通して示しているのは､ 人種的他者という排除すべ

き対象としての脅威がなければ自らの権威を証明することができない南部白人男性の不安定な心理状

況である｡

南部白人男性の心理的危うさは､ リンチ前のヴァルに銃を向けたジェイブ・トーランスを通しても

示される｡ レディの妊娠に激しい憤りを感じたジェイブは､ 復讐のために拳銃を持って踊り場に姿を

現すが､ ヴァルに向けて発砲した２発の銃弾は､ 彼をかばおうとしたレディの命を奪う｡ 再度ヴァル

に狙いを定めるものの弾切れになったため､ ｢おまえを焼き殺してやる！女房の親父を焼き殺したみ

たいに､ おまえを焼き殺してやる！｣ (95) と叫びながら町の男たちに招集をかけてリンチを扇動す

る｡ ヴァルへのリンチがレディの父親の焼き打ちの再現だとジェイブが考えるのは､ 一見異なる２つ

の暴力が不可分な結びつきを持つからである｡ パパ・ロマーノのワイン園の焼き打ちは､ 黒人に密造

酒を売るという人種規範の侵犯に対する制裁であるが､ ジェイブが制裁した相手の娘と結婚したこと

を踏まえると､ この焼き打ちが個人的な信念や感情によるものというよりも､ むしろ儀式的パフォー

マンスとしての意味合いが強いと言えるだろう｡ その一方で､ ヴァルに対する銃殺の試みとリンチの

扇動は､ 妻を寝取られた個人的な恨みによるものだが､ ワイン園の焼き打ちと同じように､ 暴力と死

を儀式化することによって彼自身の社会的かつ家庭内の地位を周囲に示そうとしている｡ 従って､ こ

の２つの暴力は､ 彼をはじめとするトゥー・リヴァー郡の男たちが自らの権威を示すためには犠牲と

なる対象が必要であり､ 権威の維持には暴力の再現が不可避であるという男性性のパフォーマティヴ

な性質を露呈している｡

終幕場面において､ 焼け残った蛇皮のジャケットを手にしたキャロルは､ ｢野性の生き物は皮を残

して死んでいく｣ そして ｢それは次から次に受け継がれていくのよ｣ (97) と語る｡ 生前のヴァルは､

｢誰も相手 (の体) のことを知ることはない！僕たちはみな､ 自分の皮膚の内側にひとりぼっちで閉

じ込められているんだから､ 一生ね！｣ (42) と話すが､ 人間の外面と内面の分離を示す２人の言葉

は､ 白い皮膚を持つ男性ヴァルの内面が秘める神秘性､ そして､ それを解読することの不可能性を意

味するものと解釈できるだろう｡ はじめに述べたように､ ヴァルの人物像は､ 『天使のたたかい』 か

らの改稿を繰り返す中で複合的に構築されたものであるため､ テクストと舞台空間における彼の存在

はとらえがたいものである｡ 複雑さと神秘性を持つヴァルに対して､ トゥー・リヴァー郡の女たちは

夫婦関係において抑圧されていた感情の高まりを感じ､ 女性としての自己を再確認するための対象と

している｡ このように､ 共同体の外側にある異質なものをエネルギーとして内側に取り込もうとする

女たちに対して､ その夫たちは父権的秩序の維持のために排除しようとする｡ しかし､ ヴァルの身体

に強い関心を持つトゥー・リヴァーの男たちは､ 彼を暴力的に支配することによって性的快楽を得て

おり､ 自らに欠如している要素をヴァルという異質なものに求めている点では女性たちと根本的には
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同じである｡ 従って､ 『地獄のオルフェウス』 では､ 父権的秩序にとっての脅威を黒人性と結びつけ

て暴力的に排除するというアメリカ南部的な構図を描きながら､ 白人男性の内面に潜むセクシュアリ

ティの揺らぎを浮かび上がらせるのである｡

＊本稿は､ 日本英文学会九州支部第64回大会シンポジウム ｢テネシー・ウィリアムズと身体｣ におけ

る発表原稿を大幅に加筆・修正したものである｡���
１ 人物名と作品名については､ 初出の際に日本語と英語を併記し､ それ以降は日本語表記のみとする｡

２ ウィリアムズの劇作品名に続く括弧内には初演された年を記す｡

３ 人種的要素を含む初期の短編には､ ｢ビッグ・ブラック―ミシシッピ牧歌 (��������������������������)｣､ ｢地上の王国 (�����������������)｣､ ｢欲望と黒人マッサージ師 (������������������������)｣ などがある｡ このうち ｢地上の王国｣ は同名の表題で劇作品になっている｡
４ ウィリー・マギーは､ 1945年に白人女性に対するレイプの嫌疑をかけられて逮捕され､ 1951年に電

気椅子で処刑されたミシシッピ州ローレル出身の黒人男性である (��������)｡ 『地獄のオルフェウ
ス』 では､ キャロル・キュートリア (������������) がこの処刑に対して抗議するため州議事堂まで
デモ行進をしたと語られている｡

５ ��������������������������������������������������(�����������������������������) ���こ
れ以降�����������������からの引用はこの版によるものとし､ ページ数のみを括弧内に示す｡ また､
引用文の和訳はすべて筆者によるものである｡

６ ギターを持ったヴァルは､ ミシシッピ・デルタの町テューペロ出身のロック歌手エルヴィス・プレ

スリー (������������) をモデルにしている可能性があり､ 実際にウィリアムズがプレスリーに面会
した際にヴァル役を打診したという指摘もある (�����������������������)｡ この指摘が事実ならば､
ヴァルの異種混淆性

ハイブリディティ

は､ カントリーやクラシックなどの白人主流の音楽とジャズやブルースなどの

黒人音楽が融合することで誕生したロックの音楽性と類似するものである｡��������������������������������������������(��) ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
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